


部分で、もうひとつは全体の約1/3を占める下位の部分

である。前者は上下を田線によって酒することにより

内区と上下の外区をつくりだし、そのうち内区につい

て、ヘラ状工呉の鋭利な先端部分を用い、まず r"，J
をきざみ、次いて同様に r/Jをきざんで、全体とし

て長方形に近い斜格子状の文様帯をつくりだしている。

後者は等間備に瓦当の凸面側から指腹を押しつけて下

端をくねらせ、全体として波状文様帯に見えるように

っくりあげている。前者のへラ描き文様には後者の波

状部にまで及んで戸いるものがあるので、施文の工程上、

後者は前者に先行する可能性が高い。出面には密な布

団圧:肢が観察され、その側縁側には布の綴じ合わせ痕

が、広端縁側には和の茸痕および、縦位のへラ状工具の

痕跡が認められる。凸聞については、基本的にはナデ

調整のみが観察されるが、平瓦 I類の存在を考慮すれ

ば、それ以前には縄自の叩き締めの施されていた可能

性がある。顎部の断面形状は無顎式で、平瓦部の厚み

はおおむね2.9cm程度を測る。焼成は竪鍛で、色調は茶

褐色を呈している。

平瓦 I類(1):凸面については縄自の叩き締めを施した

後、それを回転を利用した横位のナデにより、不完全

ながら消去する。ナデの痕跡や縦位に残る工呉痕を考

慮すれば、工具は軒平瓦と共通するヘラ状工呉であっ

た可能性が高く、田部にも向様の痕跡が認められる。

その出面には粘土板の重ね合わせ痕および密な布目圧

痕が観察され、布自には縦位の縫い合わせ痕が認めら

れる。厚みはおおむね2.1cm程度で、 ES調は茶褐色を呈

し、焼成は堅徽である。

平瓦n類(2 '"'-' 3) :凸暗には粗い長大な縄自の叩き締

めが施され、消去せずにそのまま残す。問面には布日

圧痕が観察され、それには密度が密なもの(2 )と粗

なもの(3 )の両方があり、前者には端縁に平行する

布の耳が認められる。厚みはおおむね2.5cm'"'-'3. Ocm程

度で、 I類にくらべてやや厚い。焼成は堅徽で色調は

茶褐色を呈す。

以上で報告した瓦類については、平瓦 I類が粘土板

の重ね合わせ痕、回転を利用した横位のナデの存在な

どから、粘土板橋巻き作りによるものであることは確

実である。軒平瓦も布の綴じ合わせ痕の存在などから、

平瓦部は桶巻き作りであることが判明する。両者はヘ

ラ状工具を多用するなどの点に、工程上の共通する要

素を認めることができる。平瓦II類については、楠巻

き作りであることを示す積極的な要素は認めにくい。

むしろ長大な縦位の縄自叩きや側縁の断由形状などの

特徴は、一枚作りであることを示唆している。なお堅

微に焼成され、色調は茶褐色を呈するなどの特徴は、

全体に共通する要素といえる。

これらの不動谷瓦窯跡の瓦類の技術的な側面、とく

に平瓦に楠巻き作りのものと一枚作りのものの両方が

認められるという点を積撞的に評価するとき、

寺の瓦屋とされる蒲生町の辻間山窯跡群の存在が注倍

される。これまでに明らかにされた調査結果④による

図 2 不動谷瓦窯跡出土軒平瓦 (S=I/4)
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顎部の断面形状は無顎式である。このタイプの軒平瓦
おおかいどういせき

は滋賀県の自加出蕗寺、大海道遺跡、京都府の美濃山

廃寺などで、出土している。

。b2類:瓦当文様に重弧文がなく、へラ状工具の先

端により斜格子状文などの文様のみを描いている。波

状文の形成手法は b2類である。これは滋賀県の不動

谷瓦窯跡、軽野塔ノ塚隣寺および悶瓦窯跡などで出土

している。

Ec類:瓦当文様は 4条の弧文からなり、そのうち出

面側から 2番目と 4番自が波状に形成されている。波

状文は凸面側を押しつぶすように形成され、かっ施文

が2度の工程にわたるという点で特徴的である。この

タイプの軒平瓦は博多遺跡群、大宰府天満宮内遺跡、

大谷瓦窯跡での出土が知られている。

以上の分類にしたがって、これらの軒平瓦を概観す

ると、瓦当文様については自鳳期に通有な霊弧文を基

調とするA類が一方の基本形であり、重線文に iOJ
ixJの連続スタンプ文を施すB類がもう一方の基本

形であることがわかる。 C類およびD類に認められる

ヘラ描き文は、 B類のスタンプ文を模倣したものと推

測されることから、それの退化形式と考えてよいだろ

う。向じように瓦当下端部の波状文の形成手法を考え

合わせると、震弧文のA類には瓦当の正面側に指腹を

押しつける 2種類の a類が伴い、 8類には凸面倒から

指腹を押しつける b類を伴うのが基調のようである。

C類およびD類については、 b1類より波のうち方が

貧弱な b2類の波状文が伴っている。このことは波状

文の形成手法という点でも退化傾向のうかがえること

を示唆しており、瓦当文様において認められた事象と

一致している。

そこでつぎに、これをもう少し詳しくみてみると、

まずAa類の軒平瓦は地理的には滋賀県の湖東地域に

していることがわかる。そのうち宮井廃寺では「紀

軒丸瓦がこれに伴うが、その他の多くでは「軽

野寺式Jとよばれる特徴的な軒丸瓦が伴っている。こ

の軒瓦のセット関係は地理的に距離のある福井県織田

町の小粕窯跡においても認められる。 Aal類と Aa

2類の軒平瓦は同一の遺跡内においても混在するが、

滋賀県内では前者が湖東南部の自野JII流域に多く、後

者はi司北部の宇曽川流域で多く見られる傾向がある。

Bb類の軒平瓦については、まずBb2類が藤原宮

など畿内の中枢においてのみ分布することが気付かれ

る。 Cb2類、 Db2類については、滋賀県の湖東北

部から湖北にかけての地域、および京都府南部などに

散在している。これはAa類およびBb 1類の分布範

囲の周縁部に位置するといってよく、その瓦当文様を

特徴づける b2類の波状文やへラ状工具による斜格子

状文がBb 1類のそれを意識したものと推測される

方、顎部の断面形状はAa類と同じ無顎式であるなど、

Aa類およびBb 1類の両方の要素が認められる。こ

のことはこれらの軒平瓦がAa類およびBb 1類から

二次的に派生した可能性を示唆している。 Ba2類に

ついてはいまひとつ様相が明らかでないが、管見に触

れた限りにおいては同様に、顎部の断面形状をはじめ

としてAa類およびBb 1類の両方の要素が認められ

ることから、 Cb 2類やDb2類と同様の生成過程を

たどった可能性が憶測される。

Ec類については九州北部の福両県でしか認められ

ず、かつ時期的にも平安時代の末とされるなど、日本

国内の類例とは趣を異にしている。地理的にも著しく

離れていることから、今のところ国内の他類とは切り

離して考えるのが妥当と思われる。

なお瓦当の下端部を波状に成形する軒平瓦の類例は

自本国内ばかりではなく、中国大陸、朝鮮半島でも認

めることができる⑦。現状では点的におおよその傾向

がうかがわれるにすぎないが、中屈では唐代を中心に

北線から元代にかけての北方地域での出土が知られ、

朝鮮では百済、高句麗での出土が知られている。

これらを概観すると、瓦当下端部の波状文帯の形成

手法は凸面倒からの押圧により波状文を形成する b類

やc類に近いものが多いようである。瓦当文様も間様

でA類のように単純なものは認めにくく、 B類やそれ

の退化したC類やD類あるいはE類に近いものが多い。
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